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　    教師の「あり方」

　端末を活用することで授業が豊かになることは
間違いありません。子どもたちも自分のペースで
学習を進めやすくなり，容易に調べることもでき
るようになります。しかし，気をつけなければい
けないこともあります。それは，個別化に走りす
ぎないようにするということです。
　例えば，社会科授業で多く行われる調べる活動
やまとめる活動などは，１人自宅で行うこともで
きます。各個人で学習に取り組めることも多くな
ります。そうなると「学校に来る意味は何なの
か？」と問わざるを得ません。個別化された学び
を進めることは重要です。しかし，協同に支えら
れた個別化でなければ，ただ孤立してしまう子も
出てきます。
　端末を取り入れた今だからこそ，協同で学ぶこ

との意味を問い直さなければいけません。集団の
中で関わり合いが生じる端末活用を意識し，「やっ
ぱり学校で学ぶことは意味があることだ」という
ことを子どもに感じさせる必要があります。「冷
たい端末活用」にならないように，血の通った実
践が求められます。
　そのためには，端末をどのようにして効果的に
使うのかという方法論だけでなく，端末が導入さ
れることで教師自身の授業の捉え方や「あり方」
をどのように変化させるのかを考えることが重要
です。今までの「当たり前」を疑い，自分の「あ
り方」をアップデートさせていく必要があるで
しょう。今回の GIGA スクール構想で変わらな
ければいけないのは，方法というよりはむしろ，
教師の「考え方」や「あり方」ではないでしょうか。
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休校中の取り組み １人１台端末導入 iPad 導入に至る経緯
　突然の休校要請。2020 年４月，昨年度，担任
している子どもたちと出会えたのは PC の画面上
でした。画面越しとはいえ，会えたときの感動は
今でもよく覚えています。その日から Zoom に
よる朝の会，YouTube 動画配信授業がはじまり
ました。教師も子どもたちも慣れない中でのぎこ
ちないスタートでした。それでも子どもたちとつ
ながれていることの幸せを感じました。
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　Zoom では双方向のやり取りができますが，
YouTube 動画配信授業ではそうはいきません。
その際，子どもたちの学習を確認したり，双方向
のやり取りをしたりするために効果的な学習支
援アプリの使用をはじめました。本校ではロイ
ロノート（株式会社 LoiLo が提供しているタブ
レット用授業支援アプリ）でした。子どもたちが
YouTube の授業動画を視聴した後，書いたノー
トやふり返りをロイロノートで提出し，こちらが
返事をして子どもたちに返す，といった簡単なや
り取りからはじめました。一方的に YouTube 動

画配信を行うのではなく，学習支援アプリを通じ
て双方向のやり取りが休校中にできたことは，大
きな意味がありました。まだリアルに会えていな
い子どもたちの様子や学びの履歴を，そのノート
等から想像することができました。
　６月１日から分散登校がはじまり，いよいよリ
アルに子どもたちに会うことができました。多く
制限された生活でしたが，同じ場所でみんなと学
び合える喜びを再確認できました。このときはま
だ１人１台端末を学校に持参していません。それ
でも少しずつオンラインでのやり取りをはじめて
いきました。例えば，授業の板書を教師が写真で
撮り，それをロイロノートで子どもたちに送りま
した。その板書写真を見ながら子どもたちは家で
じっくりふり返りを書きます。十分な時間をもっ
て書けるので，より深く多面的に書けるようにな
りました。授業における端末活用の可能性を少し
ずつ感じていました。

　そしていよいよ 9 月 18 日，１人１台端末持参
（本校では iPad）が実現しました。端末は各ご家
庭で用意していただきました。
　各ご家庭で用意していただいたものは以下の４
つです。

① iPad（iPad mini は不可）

・最新の iPadOS( 現在は iPadOS13) が使用可能
・ストレージが 32GB 以上
・Wi-Fi モデルの iPad

②スタイラスペン
③ iPad保護用のカバーやケース
④有線のマイク付きイヤホン

５年生　社会　世界から見た日本

　6 月より学校が再開されましたが，その後も新
型コロナウイルスの感染拡大が予想されていまし
た。また，文部科学省の「GIGA スクール構想」
の発表があり，2020 年度からの学習指導要領改
訂などでも ICT 教育環境のさらなる充実が提唱
されていました。その中で，本校でも１人 1 台
の iPad 導入を進めてきました。しかし，コロナ
禍による世界的な iPad 需要の増大や，保護者の
負担額が大きくなるなどの理由で，学校として即
時的に準備することが難しくなりました。それら
を踏まえ，一層の教育活動の充実と，スムーズな
オンライン学習への切り替えを図るため，各ご家
庭で iPad をご用意いただくことになりました。
　全員が共通した端末（iPad）をもつことのよ
さは，基本的に全員が同じように使用できるとい
うことです。ただ，各ご家庭での管理となり学校
での一律の制限をかけることができないため，ご
家庭で iPad を使う際のルールや情報モラル教育
をお願いすることになりました。

　これら導入期を含め，コロナ禍における怒濤の
１年のことを語り出せばきりがありません。本稿
では，子どもたちが学校に端末を持参し，学習や
学校生活において活用することになった様子や，
私が意識して取り組んだことや感じたこと，特に
社会科授業を中心に述べていきます。そこから端
末導入における社会科授業のあり方について考え
ることができればと思います。

　   １人１台端末導入まで



　    導入にあたって

　   学習支援アプリについて

わくわく期

やらかし期
　まずは「わくわく期」です。待ちに待った学校
での端末活用。子どもたちは何をするにも喜んで
います。この期間，教師は子どもと共に感動し，
共感する気持ちをもちたいものです。また，この
期間は，とにかく端末にさわる機会を設け，色々
とやってみることが重要です。子どもたちは端末
にふれ，色々とやっていく中で感覚的に操作方法
や何ができそうなのかを捉えていきます。その中
で，「できそうなこと」を見つけ，どんどんアイ
デアを出してきます。そのアイデアを最初から制
限してしまうのはもったいないことです。
　例えば，学級活動では，「iPad を使ってイラス
ト集会をしよう」という議題で話し合っていまし
た。みんなで描くイラストのお題を決め，全員の
イラストを画面で共有して楽しむというような簡
単なものです。
　その他，朝の会の時に係の子がロイロノートの
アンケートを出したり，お昼のランチタイムの時
に家で撮ってきた写真を映してクイズにして見せ

　本校で使用しているアプリは，先述したとおり
「ロイロノート・スクール」です。
　一つの画面上で情報の整理や順序づけがしやす
く，関係性が見やすくなっています。資料やデー
タをすぐに配布，回収したり，その資料やデータ
を共有したりしながら学習を進めることができま
す。学習した成果を蓄積し，保存していくことが
できます。
　つまり，図３に示したように，即時性，明示性，
柔軟性に支えられ，保存化，共有化が進む，非常
に優れた学習支援アプリです。おそらく多くの学
校で，このような保存化や共有化が進む学習支援
アプリが使用されることになると予想します。こ
こではロイロノートを事例にしますが，汎用的に
使用できるものという捉えのもと，読んでいただ

ければ幸いです。
　端末の特徴を生かして，社会科授業をどれだけ
豊かにできるのかということが重要です。教科と
してどのように活用できるのかという視点でみて
いかなければいけません。

国際大学グローバルコミュニケーションセンター准教授・ 主幹研究員である豊福晋平氏は，
「ICT の日常化へ向けての 3 つの段階」を提唱し，図１のように分類しています。
以下，「わくわく期」から「やらかし期」にかけて必ず迎える問題やその捉え方などを中心に説明します。

てくれたり，様々な提案をしてくれます。
　子どもは大人が思っているよりも飲み込みがは
やく，様々なアイデアをもっています。子どもが
わくわくしていると共に，私自身も授業の中で色
んなことができそうだなと感じた「わくわく期」
でした。

　次は「やらかし期」です。いわゆる生徒指導上
の問題が多くでてくる時です。問題は必ず発生し
ます。ここですぐに禁止や抑制に走るかどうかで，
問題を今後に生かせるかどうかが大きく変わって
きます。
　まずは，「想定内」と捉え，余裕をもって対応
することが重要です。問題が起こったときに，子
どもたちにその問題を返し，一つ一つ考えていく
機会にします。その時に，学校のルールだからと
言って頭ごなしに抑制するのではなく，なぜそれ
がダメなのか問い返し，考えさせます。考え，話
し合いを通した上で，「これは OK」「これはダメ」
という線引きを子どもたちに判断させ，決定させ
ます。つまり，「自分で線を引く判断をする」と
いう経験をさせるのです。
　このような経験を繰り返すことで，子どもたち

の規範意識やメディアリテラシーを育てることに
もつながります。子ども自身が，今後の端末の使
い方や何が本当に大切なのかを学びとる大切な期
間が「やらかし期」なのです。
　子どもたちに決めさせるということは，子ども
たち側に責任をもたせるということです。話し
合って決めたことは，全員の了承を得ています。
つまり，１人１人の信頼関係が問われます。自分
たちで決めたことを自分たちで守れている姿を賞
賛します。当たり前のことかもしれませんが，「自

分たちで決めたことを自分たちで守ることができ
ている」というのは，案外簡単なことではありま
せん。それができていることを教師が価値づけす
ることで，子どもの自信にもつながります。そし
て，そういうことが，信頼関係につながることを
子どもたちに実感させられるチャンスです。
　これらは，「安定期」に入っても当然起こりう
ることです。それも，「想定内」と捉えて対応す
る余裕が必要です。

図 1　ICT の日常化へ向けての３つの段階

図 2　ロイロノート（学習支援アプリ）の画面

図 3　ロイロノートの特徴
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分類するときに，図６のように子どもたちの指が
止まる瞬間があります。自分の手元でじっくりと
考え，吟味している時間です。この時間をもつこ
とが重要です。
　個人で分類した後，全体で話し合い，多く共通
している予想をもとに観点（順序，機械，協力 
など）を決め，クラス全体で調べる計画を立てて
いきます。多く共通していた予想の観点から，「本
時の問い」を設定します。
　例えば，今回であれば，以下のような「本時の
問い」が考えられます。

　端末を使わずに学習計画を立てるときは，子ど
もたちが予想を書いた紙をホワイトボード（黒板）
に貼って分類していきます。書かれた文字が見え
にくいことや，自分の手元で実際に操作できない
という難点があります。
　ロイロノートの明示性と柔軟性を生かして予想
を吟味しながら分類し，共有化を図ることで，よ
り自分のものとしての学習計画を設定することが
できるのです。

集等の QR コードで動画を即時的に見ることもで
きます。また，ロイロノートには図７のような「資
料箱」があり，そこに教師が様々な資料を入れて

社会科において，どのように端末を活用できるのかについて述べていきます。ここでは，
１. 学習計画を立てる場面
２. 調べる場面
３. 話し合う場面
４. まとめ・ふり返る場面

の４つの場面での活用方法を紹介します。

　    社会科における端末活用

学習計画を立てる場面

調べる場面

　学習計画を立てる場面では，様々な活用方法が
考えられます。ここでは，「学習問題に対する予
想を分類する方法」をもとに説明します。
　事例は，小単元「自動車工業のさかんな地域」
です。自動車は３万個を超える非常に多くの部品
からできています。ボディカラーや内部仕様など
によって，同じ車種でも何種類もの自動車ができ
あがります。そのような自動車を，自動車工場は
１日に 2000 台以上つくるという事実がありま
す。その事実から驚きを引き出し，「１台１台違
うのに，自動車会社はこれだけ多くの自動車をど
のようにしてつくっているのだろう？」という学
習問題を設定します。
　その学習問題に対して予想をさせます。例えば
図４のような予想が出てきます。

　出された予想をすべてロイロノート上で共有
し，その後，図５のように全員の予想を自分の端
末に落とし込み，似ている予想を分類していきま
す。余裕があれば，分類した予想を一括りにして

「順序」「機械」「協力」などの名前をつけます。

　端末をもつことで子どもたちは容易に調べるこ
とができるようになりました。インターネットか
らの情報を簡単に取得することができます。資料

※学習問題や学習計画の立て方については『実践 ! 社会科授業のユニバーサルデザイン : 展開と技法』
　村田辰明編著 (2019) や『宗實直樹の社会科授業デザイン』宗實直樹 (2021) をご参照ください。

1

2

図 4　学習問題に対する予想

図 5　予想の分類

図 7　ロイロノートの資料箱

図 6　迷いながら予想を分類している様子
（別の単元）

① 自動車はどのような順序でつくられている
　のだろう？

② 自動車をつくるのに，どのような機械を
　使っているのだろう？

③ どのように協力して自動車をつくっている
　のだろう？
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ちは集めた情報を整理していきます。その時に有
効なのが思考ツールです。例えば図８の「くらげ
チャート」では，調べた具体から抽象的思考を働
かせることができます。子どもたちが効果的に使
用しているものがあれば，その都度取り上げて，
なぜ効果的なのかを全体に説明します。そうする
ことで，「どのような目的でどのように使えるの
か」ということが広がっていきます。
　思考ツールは便利ですが，使うことが目的化し
ないように気をつける必要があります。あくまで
も子どもたちの思考の整理をしやすくするための
手段としてのツールです。「自分の考えを整理し
やすいものがあれば使う」くらいの感覚でよいで
しょう。

　ロイロノートの特徴の一つは「明示性」です。
カードの色を変え，カード同士を結びつけるとい
うことが即時的にできるので，子どもたちも手軽
に行え，一覧として関係性も見やすくなるのです。
　このように明示性を意識することで，子どもた
ちは自分が調べて見出したことに対して，図 10
のように色を変えたりしながら「目に見えないも
の」を意識するようになってきます。

おくことで，子どもたちは必要に応じて資料を取
り出せるようになっています。
　探しても見つからない資料やほしい資料があれ
ば，遠慮なく教師や友達に聞くように促します。
調べているときに，その子に適した資料をデータ
として紹介，配布することが容易に即時的にでき
ます。だからこそ，子どもたちには「得た情報は
本当に正しく有益なのか？」「問題解決のために
本当に自分にとって大切な情報とは何なのか？」
を常に問えるようにしなければなりません。社会
科に限らずどの教科，どの活動においても子ども
たちのメディアリテラシーを育てる意識をもつこ
とが必要です。
　また，調べる活動をしているうちに，子どもた

　調べたことを整理するときに意識させたいこと
は，「目に見えるもの」と「目に見えないもの」です。
社会的事象の目に見える事実と目に見えない意味
や特色を往還しながら，より深いレベルで社会的
事象を捉えていくところに社会科の本質がありま
す。子どもたちが調べるとき，まずは「目に見え
るもの」，つまり事実のみを見出していきます。
それだけでは不十分です。目に見える社会的事象
の裏側にある意味や特色，想いや願いなどの「目
には見えないもの」を見出す必要があります。そ
こで，「目に見えるもの」と「目に見えないもの」
を明示的に区別することを意識づけます。
　図９は，地元の水産業の事例と教科書の事例を
観点ごとに比較して共通点と相違点を分類したも
のです。「目に見える事実」は白色のカード，「目
に見えない意味や特色」等はピンクのカードに書
きます。そうすることで，自分が考えて導き出し
たものは，「目に見えるもの」なのか「目に見え
ないもの」なのかを自覚的に意識することができ
ます。また，矢印でつなぐことで，社会的事象の
因果関係が見えやすくなります。図８　思考ツール「くらげチャート」

図 10　「目に見えないもの」の色を変える

図９　「目に見えるもの」と「目に見えないもの」を明示的に区別
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　このように，話し合うときに端末を活用するこ
とのよさは，

・子どもたちは根拠をもって
話し合いに参加できるようになること
･自分の考えを提出するので
お客様状態がなくなること
･共有化が図られるので関わり合いが
生まれること
･新たな考えが生まれやすくなること

などが考えられます。
　多面的・多角的に社会的事象を読み取り，他者
の考えにふれて自分の考えをアップデートさせて
いくには，対話や話し合いが必要です。このよう
に，全員参加を促し，学習内容を深めるためにも
端末は有効だと考えられます。

たり，文字テキストと画像テキストを加工しやす
く，変化させながらまとめやすくなっています。
また，それぞれのつながりも見えやすくなります。
これは，文字テキストによる情報が多い方がわか
りやすい子と，画像テキストが多い方がわかりや
すい子，それぞれ自分の学び方に合わせて工夫す
ることができるということです。このようにして
できあがった単元表を俯瞰し，単元全体に対する
学びのふり返りを行います。
　また，これらの単元表を画面上で並べていくこ
とで，学期のふり返り，学年のふり返りと，より
大きな規模での学習のふり返りを行うことができ
ます。
　単元を俯瞰してふり返るということは，社会科
だけでなく，どの教科でも重要なことだといえま
す。教科に関係なく横断的に活用できることも，
端末がもつよさの一つです。

話し合う場面 まとめ・ふり返る場面

　５年生小単元「情報を生かして発展する産業」
において，ニトリの輸送方法の特徴を考える場面
を事例に説明します。ニトリは，「モーダルシフト」
という輸送方法で製品を運んでいます。そのよさ
は何なのかを考え，話し合いました。
　話し合う前に，自分の考えをカードに書いてロ
イロノート上で提出させます。例えば以下のよう
になります。
　提出したカードを全員で共有します。一覧に
なった全員の意見を，まずはじっくりと見させま
す。その中で，共通している意見を見つけさせま
す。例えば，図 11 では，CO2 などの環境面に関
する意見と，コスト面が挙げられています。それ
ぞれに着目させて，焦点を絞った話し合いを進め
ることができます。一覧になった全員の意見を見
て，気になる意見や聞いてみたい意見などを挙げ
させて話し合いを組織する方法も考えられます。

　単元としてのまとめやふり返りを行う場面で
す。社会科では単元としてふり返ることで，概念
等の知識を獲得することが重要です。
　ロイロノートの特徴の一つとして「保存化」し
やすいことが挙げられます。子どもたちは毎時間
の学習の記録を，その都度ロイロノートに保存して
いきます。保存したものを活用して単元をふり返
るときには，図１2 のような「単元表」が有効です。
　単元表には学習問題（単元の問い）や本時の問
い，学んだ学習内容を書き込みます。最終的に，
文字テキストと画像テキストが入った一覧表に仕
上げます。そうすることで子どもたちは，この単
元で何をどのように学んだのかを俯瞰して見るこ
とができます。
　ロイロノートでは，文字テキストと画像テキス
トを挿入し，自由に柔軟につくり変えることがで
きます。ノート画像を入れたり，板書画像を入れ
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図 11　「モーダルシフト」を行うよさ

図 12　単元表
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